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平成１４年１２月２６日

報道機関　各位

広島大学総務部大学情報室長
西　田　良　一

平成１５年度概算要求内示主要事項について

　このことについて，別紙のとおり送信いたします。

　なお，お問い合わせについては，各事項ごとに照会先を掲載してありますので 直截
ご連絡ください。 

［発信枚数；Ａ４版　８枚（本票含む）］

○平成１５年度概算要求内示主要事項
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平成１４年１２月２６日
広 　　島 　　大 　　学

　平成１５年度概算要求内示の主なものは，次のとおりです。 

記

１．教育実習施設の新設等

　〇生物圏科学研究科附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究センターの新設
　　（生物生産学部附属農場，附属水産実験所の転換）

△１ △２ △１ △４

教授　１人， 助教授　２人， 助手　１人， 計　４人

２．学内共同教育研究施設の新設等

　〇自然科学研究支援開発センターの新設
　　（遺伝子実験施設，低温センター，機器分析センター，アイソトープ総合センタ
ー，医学部附属動物実験施設の転換）

△２ △５ △６ △２ △１５

教授　３人， 助教授　５人， 助手　６人， 技官　２人， 計　１６人

　〇地域共同研究センターの整備　　教授　１人

３．病院の整備

　〇医学部・歯学部附属病院の創設（平成１５年１０月）
　　（医学部附属病院，歯学部附属病院の廃止）

　〇（医病）臨床試験部の新設

△１ △１ △１　　 △３

助教授１人， 助手　人， 薬剤師２人， 看護師長１人・看護士１人， 計　５人

４．副学長の設置　　副学長２人の増　　現行２人　→　４人 

次のページへ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h14/021226-3.html
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◯瀬戸内圏フィールド科学教育研究センターの新設

（要求要旨）

　これからの「生物生産」では「環境への影響」や「生物生産の多面的価値」を 重視するだけでなく，更に生産物の「流通」，
「消費」，「廃棄」の過程までを 一貫して視野に入れ，陸域から水域までを包括的システムとして捉えた「持続的 循環型生物
生産」を指向する必要がある。

　このためには，中国山地から瀬戸内までのフィールドを一体化した対象として 捉え，自然環境及び社会との調和を図りつ
つ，陸域から水域までの持続的な生物・ 食料生産システムと効率的な循環型社会の創生に向けて，これらの諸問題の最
前 線を担う包括的視野と能力を持つ人材の育成が急務となる。

　教育研究手法としては，「フィールドワーク」を重視した現場対応型 ，問題解決型の教育研究の充実を是非とも図る必要
があることから，現在独立し た組織として存在する生物生産学部附属農場及び同附属水産実験所の各フィール ド教育を
統合・再編成し，新たに大学院生物圏科学研究科附属「瀬戸内圏フィー ルド科学教育研究センター」を新設する。 

本件に係る照会先　　　　　　　　　
　山本　生物圏科学研究科科長　　　

　ＴＥＬ　０８２４－２４－７９００

前のページへ　次のページへ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h14/021226-2.html
http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h14/021226-4.html
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◯自然科学研究支援開発センターの新設

（要求要旨）

　第２期科学技術基本計画において取り上げられた「ライフサイエンス分野」と 「ナノテクノロジー・材料分野」は重点４分野
を代表する重点研究分野であり， これらを推進するためには，既存の組織の枠を越えて研究者が連携し，幅広い関 連分
野の知識と技術を統合・融合していくことが重要である。 

　そのためには大学全体としての研究組織や教育研究支援体制の見直しと，その 再編について検討する必要があること
から，特に，驚異的なスピードで発展して いる「生命科学」及び「物質科学」の分野の研究を推進するため，既存の遺伝子
実験施設，低温センター，機器分析センター，アイソトープ総合センター及び医 学部附属動物実験施設の機能を統合・融
合し，先端的重点研究の中核的施設とし て，更なる教育研究支援体制の強化を図るために「自然科学研究支援開発セン
ター」を新設する。 

本件に係る照会先　　　　　　　　　
　鈴木　原爆放射線医科学研究所教授

　ＴＥＬ　０８２－２５７－５８２４

前のページへ　次 のページへ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h14/021226-3.html
http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h14/021226-5.html
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◯地域共同研究センターの整備

（要求要旨）

　地域共同研究センターにおいては，これまで多様な産学連携を推進してきたが， 近年，地
域の産学官連携事業が急増し，リエゾン機能（大学と地域産業界等との 橋渡し活動）の強
化・拡大に対する社会的要請が著しく強まりを増している。 

　従来のリエゾン活動は，最新の学術技術情報の提供，技術相談の受け入れなど が中心
であったが，最近は，これらの活動に加えて，民間企業ニーズと大学技術 シーズとのマッチ
ング活動，あるいは大学特許や先端技術を民間等へ移転させ る事業などが地域社会から
要請されている。 

　これらは，大学においては研究シーズを移転・実用化して社会貢献となす創造・ 創出の課
題であり，一方，企業側においては，経済のグローバル化やボーだレス 化の中で生き残る
ための新技術・新製品開発の課題である。 

　これらの重大な課題を克復するためには，本センター組織運営体制の見直しを 行い，確
固たる組織体制を敷いてリエゾン活動を推進する必要があることから専 任教官（教授）を配
置し，本センターの強化を図る。 

本件に係る照会先　　　　　　　　　
　地域共同研究センター　　　　　　

　山下　センター長　　　　　　　　
　ＴＥＬ　０８２４－２１－３６３１

前のページへ　次のページへ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h14/021226-4.html
http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h14/021226-6.html
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◯医学部・歯学部附属病院の創設
（医学部附属病院，歯学部附属病院の廃止）

（要求要旨）

　少子高齢化社会の到来，科学技術の進展，医療制度改革など，近年の医療を取 り巻く環境の変化への対応や，平成１４
年度に設置した大学院医歯薬学総合研究 科を中心に医学・歯学・薬学・保健学の臨床での集学連携を目指し，医学部附
属 病院と歯学部附属病院を廃止し，「診療看護」，「教育・研修」，「研究」及び 「経営基盤」の充実を目指して，医学部・歯
学部附属病院を平成１５年１０月に 創設する。 

　合わせて，先人が構築した叡智の全てを礎として，国民の健康と福祉の向上と 世界平和に寄与するために「医・歯・薬・
保健学の統合による世界水準の全人医 療の展開」，「患者本位の地域医療基盤の提供」，「生命倫理に裏打ちされた新 世
紀の臨床研究の創出」，「人類愛に溢れる国際医療人の育成」を新たな理念と して掲げる。 

　診療科については，機能的・臓器別に集約した上で，さらに効率のよい診療の 展開を実現させるために，「患者の立場に
立った，患者本位の治療」という視点 を加味し，統合・再編成する。また，診療科の外来機能を，総合外来（総合診療 科）と
専門外来（専門診療科）に分ける。（医学部附属病院１８診療科，歯学部 附属病院３診療科→医学部・歯学部附属病院１６
診療科） 

　病院長は明確な権限と強いリーダーシップを発揮できるシステムが重要である ことから，専任とする。 

本件に係る照会先　　　　　　　　　
　溝口　医学部事務部総務課長　　　

　ＴＥＬ　０８２－２５７－５００４

前のページ　次のページへ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h14/021226-5.html
http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h14/021226-7.html
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◯臨床試験部の新設

（要求要旨）

　製薬会社等が新しい医薬品等の製造を国に承認申請するためには，必要なデー タを収集する臨床試験（治験）を実施し
なければならない。この治験は，医薬品 等の開発を通じて，医学・医療の発展に貢献するものであり，高度医療の提供・
先端医療技術の開発を担う大学附属病院として社会的要請に応えていきたい。 

　治験の実施にあたっては倫理的な配慮の下に科学的に適正かつ安全に行われな ければならず，医師，薬剤師，看護師
等の必要職員が十分確保されなければなら ない。 

　また，広島大学では，製薬会社等から依頼される治験だけでなく，大学が独自 に開発・実施する新規医療技術について，
大学院医歯薬学総合研究科，自然科学 研究支援開発センター（平成１５年４月新設）を中心に，多くの成果が具現化し つ
つあり，院内において，この新規医療技術の臨床試験を円滑に実施するための 体制を早急に整備する必要がある。 

　このため，平成１５年４月に専任の教官，薬剤師，看護師などの専門性の高い 人員を配置した「臨床試験部」を医学部附
属病院に新設し，質の高い臨床試験を 実施することにより，医学・医療の進展に寄与するものである。 

本件に係る照会先　　　　　　　　　
　溝口　医学部事務部総務課長　　　

　ＴＥＬ　０８２－２５７－５００４

前のページへ　次のページへ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h14/021226-6.html
http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h14/021226-8.html
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◯副学長の設置

（要求要旨）

　円滑な大学運営に資する学長補佐体制を整備するため，平成９年度から２名の 副学長（教育・厚生補導担当，研究・国
際交流担当）を設置し，本学を取り巻く 様々な課題に対応してきたが，最近の構造改革の方針による国立大学の再編統
合， 国立大学法人科等，喫緊の課題への対処に加え，地域社会との連携・交流の促進， 高度情報化社会の中で高等教
育機関として最先端の情報環境の整備等に対応して 行くためには，現在の副学長２名体制で学長を十分補佐することは
非常に困難で ある。 

　このため平成１３年度から学内措置により学長補佐４名（リスクマネジメン ト，大学評価，社会貢献，情報技術）を配置し，
学長補佐体制を強化したところ であるが，平成１５年度から新たな喫緊課題に機動的・戦略的に対応するため， 「副学長２
名（社会貢献担当，情報・広報担当）」を設置し，責任体制を明確に した上で，副学長４名体制で大学改革に関わる諸施策
の更なる充実を図る。 

本件に係る照会先　　　　　　　　　
　米澤　総務部総務課長　　　　　　

　ＴＥＬ　０８２４－２４－６０１１

前のページへ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h14/021226-7.html

